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留意事項 
 
● 作業場所での WBGT 指数の測定方法 

WBGT の値の測定を行うためには、状況に応じて、湿球温度計、黒球温度計

又は乾球温度計を使用し、それぞれの測定値を基に 95 頁の「WBGT（湿球黒球

温度）の算出方法」の式により計算します。なお、作業場所で測定するための

WBGT の値を求める計算を自動的に行う機能を有した携帯用の簡易な WBGT 測

定機器も市販されています。 
作業場所において、WBGT の値の測定を行う場合に注意すべき事項は、次の

とおりです。 
[1] 屋内では、熱源ごとに熱源に最も近い位置で測定すること。また、測定

位置は、床上 0.5m～1.5m とすること。 
[2] 屋外では、乾球に直接日光が当たらないように温度計を日陰に置き測定

すること。 
[3] 自然湿球温度計は強制通風することなく、自然気流中での温度を測定す

ること。 
[4] 黒球温度は安定するまでに時間がかかるので、15 分以上は放置した後に

温度を測定すること。 
[5] 少なくとも事前に WBGT の値が WBGT 基準値を超えることが予想され

るときは、WBGT の値に測定すること。 
 
● 作業場所での乾球又は湿球温度の測定方法 

作業場所において、乾球又は湿球温度の値の測定を行う場合に注意すべき事項

は、次のとおりです。 
[1] 環境条件の評価は気温、湿度、輻射熱を合わせた WBGT が望ましい。 
[2] 湿球温度は気温が高いと過小評価される場合もあり、湿球温度を用いる場

合には乾球温度も参考にします。 
[3] 乾球温度を用いる場合には、湿度に注意。湿度が高ければ、１ランク厳し

い環境条件の注意が必要です。 


